
シリーズ　受け継ぎ伝える松本のたから 56

市街地でホタルが舞う !!

（撮影 2021.6.8  大門沢川 ） （15枚の写真を比較明合成）

大門沢川付近では、ホタルの生息に関心を持つ住民が多く
河川の浄化に力を注いでいる

きれいな水辺をこの先も維持したい

●編集　公民館報編集委員会
●印刷　株式会社プラルト

●問い合わせ 中央公民館
TEL 32-1132  FAX 37-1153
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チ
ュ
ー
ブ
で
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
ま

し
た
。
機
材
も
実
行
委
員
会
が
自

費
で
購
入
し
、
今
後
の
あ
り
方
も

見
す
え
ま
す
。

　

問
題
に
立
ち
向
か
う
中
で
、
一

段
の
成
長
と
新
た
な
展
開
に
も
繋

が
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
今
回
ス

テ
ー
ジ
発
表
し
た
団
体
の
中
に
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
中
高
生
に
よ

る
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
ト
イ
ズ
」
も
そ
の
一
つ
。
大
人

数
の
編
成
で
ジ
ャ
ズ
を
演
奏
す
る

ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
と
い
う
形
式
で

す
。
恒
常
的
な
メ
ン
バ
ー
の
減
少

や
資
金
不
足
に
加
え
て
今
回
の
コ

ロ
ナ
禍
、
昨
年
は
特
に
発
表
の
場

も
限
ら
れ
ま
し
た
。
バ
ン
ド
マ
ス

タ
ー
の
高
校
２
年
生
増
田
結
月
さ

ん
は
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信
と
動
画
配

信
で
、
よ
り
広
い
層
に
ア
プ
ロ
ー

チ
が
可
能
と
な
っ
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
資
金
を
募
る
ク
ラ
ウ
ド

　

第
21
回
松
本
手
ま
り
時
計
ま
つ

り
（
以
下
ま
つ
り
）
は
５
月
29
・

30
日
、
M
ウ
イ
ン
グ
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
第
43
回
松
本
市
公
民
館
活

動
発
表
会
も
一
緒
に
行
わ
れ
、
各

団
体
の
絵
画
や
手
工
芸
な
ど
を
展

てまり音楽隊がお出迎え（例年の様子）

手
ま
り
時
計
ま
つ
り

新
た
な
形
の

コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催

示
。
歌
や
ダ
ン
ス
に
津
軽
三
味
線

な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
部
門
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ラ
イ
ブ
配
信
も

新
た
に
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
は
平
成
11
年
か
ら
、
M

ウ
イ
ン
グ
管
理
組
合
な
ど
に
よ
る

松
本
手
ま
り
時
計
ま
つ

り
実
行
委
員
会
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
主
要
な
催
し
で
あ

る
松
本
市
公
民
館
活
動

発
表
会
も
当
初
か
ら
一

緒
に
行
わ
れ
、
各
公
民

館
や
M
ウ
イ
ン
グ
の
利

用
者
を
中
心
に
、
多
彩

な
発
表
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
　

　

感
染
対
策
を
と
り
な

が
ら
広
く
発
表
で
き
る

手
段
と
し
て
、
30
日

の
ス
テ
ー
ジ
発
表
は
動

画
投
稿
サ
イ
ト
の
ユ
ー

ま
つ
り
の
歩
み

新
し
い
試
み

▲ 松本手まり
時計まつり
実行委員会2021
YouTube
公式チャンネル
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岡
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光
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司
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司
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台
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萌
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澤
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榮
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台
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淳
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広

上
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山
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澤
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窪
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守

村
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正
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上
平
　
貴
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弘
子

曽
根
原
　
豊

岡
田

入
山
辺

里
山
辺

今
井

内
田

本
郷

四
賀

安
曇

奈
川

梓
川

波
田

大
学
生

小
林
　
　
修

大
澤
　
深
志

浅
海
　
智
広

中
村
　
　
朗

酒
井
　
　
洋

杉
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厳
し
い
状
況
が
足
元
を
見
直
す

機
会
と
な
り
、
今
回
は
そ
の
解
決

策
の
一
つ
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
活
用
さ
れ
ま
し
た
。
松
本
市

も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て

生
活
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ

る
「
Ｄ
Ｘ
」（
注
）
を
推
進
し

始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
つ

り
の
粂
井
健
至
実
行
委
員
長

は
「
皆
の
柔
軟
で
豊
か
な
発

想
に
よ
り
開
催
に
繋
が
っ
た
。

来
年
以
降
も
動
画
配
信
を
し

て
い
く
」
ま
た
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
ト
イ
ズ
を
指
導
す
る
後
藤
浩

令
和
３
年
度 

館
報
全
市
版
編
集
委
員

令
和
３
年
度 

館
報
全
市
版
編
集
委
員

令
和
３
年
度 

館
報
全
市
版
編
集
委
員

令
和
３
年
度 

新
任
公
民
館
職
員

令
和
３
年
度 

新
任
公
民
館
職
員

令
和
３
年
度 

新
任
公
民
館
職
員

ミュージックトイズ  自分たちで練習も運営

輔
さ
ん
は
「
今
回
の
こ
と
は
改

め
て
活
動
を
見
直
す
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。
ま

だ
ま
だ
皆
で
ア

イ
デ
ア
を
出
し

て
い
き
た
い
」

と
将
来
へ
の
展
望
を

語
り
ま
し
た
。

将
来
へ
の
展
望

（
注
）デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

　   

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
予
定
以

上
の
金
額
が
集
ま
り
、
楽
器
も
新

し
く
で
き
そ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

松 本 市 公 民 館 報 【全市版】2021（令和３）年　7　月　30　日（金） ②



も
う
ひ
と
が
ん
ば

り
。
健
康
の
た
め
に

散
歩
を
始
め
た
。
東

に
美
ヶ
原
、
西
に
北

ア
ル
プ
ス
の
雄
大
な

姿
を
見
な
が
ら
歩
く

薄
川
の
コ
ー
ス
が
私

の
お
気
に
入
り
。
今
日
は
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
で
見
つ
け
た
ラ
ン

ニ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
の
初
お
ろ
し
。

ち
ょ
っ
と
気
分
が
い
い
▼
階
段
を

降
り
て
川
べ
り
を
歩
く
。
つ
い
最

近
ま
で
甘
い
香
り
を
た
だ
よ
わ
せ

て
い
た
ア
カ
シ
ア
の
白
く
て
か
わ

い
ら
し
い
花
が
散
り
、
葉
の
緑
が

濃
く
な
っ
て
き
た
こ
と
を
感
じ
る

▼
野
鳥
も
た
く
さ
ん
見
か
け
る
。

仲
良
く
泳
い
で
い
る
2
羽
の
カ

モ
。
よ
く
見
る
と
泳
い
で
い
る
と

い
う
よ
り
は
流
さ
れ
て
い
る
。
1

級
河
川
で
あ
る
薄
川
の
流
れ
は

速
い
。
最
近
ツ
バ
メ
を
よ
く
見

か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ひ
ら

り
と
急
旋
回
し
な
が
ら
自
由
自

在
に
空
を
飛
ぶ
姿
に
思
わ
ず
見

と
れ
て
し
ま
う
▼
川
べ
り
か
ら

階
段
を
上
が
り
道
路
に
出
る
と
、

忙
し
そ
う
に
走
り
去
る
車
や
人

の
姿
が
見
え
て
現
実
に
戻
る
。

衣
替
え
だ
ろ
う
。
赤
信
号
で
待

つ
高
校
生
の
制
服
姿
が
爽
や
か

で
眩
し
く
感
じ
ら
れ
る
。
今
日

も
気
持
ち
よ
く
歩
け
た
。
さ
あ
、

あ
の
橋
ま
で
も
う
ひ
と
が
ん
ば

り
し
よ
う
。

写真でつづる
まつもとの今昔55まつもとの今昔55

篠ノ井線の松本～塩尻間が延伸開業した
1902（M35）年12月15日、村井駅が開業し
た。1965（S40）年５月20日南松本～塩尻間
が電化され、1970（S45）年には篠ノ井線か
ら蒸気機関車が引退した。

田川高校、松本国際高校、松本医療センター
等や住宅も増加して、村井駅も乗降客は増
加している。開業当初からの駅舎は120年が
経過して狭くなったので、３階建ての半橋上
駅舎に建て替えが計画されている。

（撮影：1960年代後半）

（撮影：2020. 7. 1）

～ SLが停車中の村井駅 ～

自
然
に
帰
っ
て
き
た
、ホ
タ
ル
の
棲
む
自
然

わ
が
ま
ち
自
慢
（
内
田
地
区
）

　

日
が
暮
れ
始
め
、
眼
下
に
街
の

あ
か
り
が
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。

カ
エ
ル
が
合
唱
す
る
田
ん
ぼ
、
そ

の
中
を
流
れ
る
川
に
、
二
つ
三
つ

と
小
さ
な
光
が
舞
い
始
め
ま
す
。

　
６
月
25
日
（
金
）
午
後
７
時
30

分
よ
り
ホ
タ
ル
観
察
会
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
者
は
高
齢
者
か
ら
親

子
ま
で
35
名
。
塩
沢
川
ぞ
い
を
、

ホ
タ
ル
を
刺
激
し
な
い
よ
う
観
察

し
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

　

こ
の
観
察
会
は
平
成
25
年
か
ら
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
き
っ
か
け
は
、
地

区
内
に
ホ
タ
ル
が
帰
っ
て
き
て
い
る

こ
と
を
見
つ
け
た
、
松
本
ホ
タ
ル
学

会
か
ら
の
働
き
か
け
で
し
た
。
丸
山

明
良
公
民
館
長
は
「
自
然
に
ホ
タ
ル

が
帰
っ
て
き
た
と
い
う
事
は
、
河
川

の
水
質
が
良
く
な
っ
て
き
た
と
い
う

事
。環
境
の
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

私
た
ち
が
良
い
環
境
に
住
ん
で
い
る

事
は
間
違
い
な
い
で
す
ね
」
と
話
し

ま
し
た
。
水
質
浄
化
や
農
薬
使
用
量

な
ど
、
生
活
と
自
然
と
の
バ
ラ
ン
ス

が
取
れ
て
い
る
地
区
で
あ
る
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

　

内
田
地
区
公
民
館
で
は
、
８
月

に
も
水
生
昆
虫
観
察
会
を
企
画
し

て
い
ま
す
。

ま
な
ぶ

す

参加者に偶然とまりました

　
今
年
度
の
公
民
館

報
か
ら
若
者
の
視
点

を
取
り
込
ん
だ
記
事
を
掲
載
し
ま

す
。

　
若
者
か
ら
見
た
松
本
。
そ
こ
で

何
を
考
え
ど
う
動
こ
う
と
し
て
い

る
か
。
よ
り
良
い
松
本
に
し
よ
う

と
活
動
す
る
若
者
は
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
彼
ら
の
存
在
を
知
っ
て
も

ら
い
、
こ
の
記
事
が
若
者
と
地
域

を
つ
な
ぐ
か
け
は
し
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

　
今
年
の
四
月
か
ら
松
本
市
地
域

づ
く
り
課
ユ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
担
当

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
松
本
の
学

生
と
松
本
市
の
共
同
で
発
足
し
た

「
松
本
を
も
っ
と
よ
く
し
よ
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
若
者
の
活
動

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
若
者
の
地
域
参
加
は

減
少
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
大

学
内
や
職
場
の
み
で
関
係
性
が
完

結
し
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
若
者

に
は
、
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
と

関
わ
り
、
自
身
の
興
味
関
心
の
ア

ン
テ
ナ
を
高
く
持
つ
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
地
域
に

目
を
向
け
る
き
っ
か
け
と
な
る
で

し
ょ
う
。
若
者
と
地
域
の
「
つ
な

が
り
」
は
、
松

本
の
未
来
を
ひ

ら
く
原
動
力
で

す
。

視 

点

若
者
が
い
き
い
き
と

活
躍
で
き
る
松
本
市
に

①
若
者
と
地
域
の
「
つ
な
が
り
」

松
本
市
地
域
づ
く
り
課

ユ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
担
当

松 本 市 公 民 館 報 【全市版】⑤ 2021（令和３）年　7　月　30　日（金）



３世代交流会  おらんちdeランチ

日本へは夏鳥として渡来、平地から低い山の薄暗い林
を好む。大きさはスズメくらい。目の周りとくちばしは
コバルト色。最大の特徴は、成鳥オスの長い尾羽で体
の３倍近い長さ。鳴き声が「ツキ、ヒ、ホシ、ホイホイホ
イ」と聞こえるので「三光鳥」と名前がつけられた。

松本平の野鳥たち
「今日は体育祭だったんです」

さまざまな制約の中での高校生活ですが
その明るい笑顔があればきっと大丈夫！

「今日は体育祭だったんです」
さまざまな制約の中での高校生活ですが
その明るい笑顔があればきっと大丈夫！

　

島
内
地
区
は
昭
和
29
年
、
松
本

市
と
合
併
、
令
和
3
年
７
月
1
日

現
在
、
５
３
７
３
世
帯
、
人
口
１

２
５
２
６
人
、
20
町
会
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
城
山
丘
陵
地
の
麓

と
、
奈
良
井
川
、
梓
川
に
囲
ま
れ

た
平
野
部
の
二
地
形
か
ら
な
っ
て

い
ま
す
。

　

か
つ
て
は
「
嶋
之
内
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
同
地
区
。
犬
甘
城
と
平

瀬
城
が
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
大

町
・
糸
魚
川
方
面
へ
の
物
資
の
出

入
り
口
と
し
て
重
要
な
位
置
に
あ

り
、
幾
筋
も
の
街
道
が
通
る
交
通

の
要
所
で
し
た
。

　

ま
た
、
毎
年
４
月
に
行
わ
れ
る

「
鳥
居
火
」
は
、
市
の
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
３
町

会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
史
跡
や
文
化
財
の
ほ

か
、
市
音
楽
文
化
ホ
ー
ル
を
擁
す

る
、
歴
史
と
文
化
薫
る
地
区
で
す
。

　

住
民
自
ら
が
立
ち
上
げ
た
活
動

が
多
い
の
も
、
こ
の
地
区
の
特
徴

で
す
。
平
成
10
年
に
始
ま
っ
た
島

内
農
業
文
庫
運
営
委
員
会
は
、
平

成
13
年
に
島
内
図
書
館
が
で
き
る

ま
で
、
地
域
の
図
書
館
と
し
て
の

役
目
を
果
た
し
、
現
在
は
、
生
涯

学
習
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

3
世
代
交
流
会
「
お
ら
ん
ち
de

ラ
ン
チ
」は
、平
成
30
年
に
始
ま
り
、

高
齢
者
有
志
が
運
営
、
毎
月
一
回

開
催
し
て
、
子
育
て
世
代
が
親
子

連
れ
で
参
加
し
、
勉
強
や
も
の
づ

く
り
を
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

令
和
2
年
に
は
、「
平
瀬
古
城
会
」

が
発
足
し
、
文
化
遺
産
の
維
持
に

23

地
区
の
概
要

歴
史
と
文
化

住
民
力
の
結
集

　

高
齢
者
の
移
動
手
段
に
問
題
が

あ
り
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
「
島

内
川
東
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
の
運
行

を
始
め
ま
し
た
。

　

昨
年
7
月
の
豪
雨
で
浸
水
被
害

に
あ
っ
た
同
地
区
は
、
今
年
度
は

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
強
化
の
モ

デ
ル
地
区
に
指
定
さ
れ
、
防
災
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
工
夫
を
し
て
行

事
を
行
い
、
昨
年
度
は
、
そ
れ
ま

で
公
民
館
、
福
祉
ひ
ろ
ば
、
図
書

館
が
別
々
に
運
営
し
て
い
た
祭
り

を
統
一
し
「
第
1
回
島
内
文
化
ふ

れ
あ
い
ま
つ
り
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

20
町
会
が
力
を
合
わ
せ
て
活
動

し
て
い
る
活
力
あ
る
地
区
で
す
。

島
内
地
区

歴
史
と
文
化
薫
る
活
力
あ
る
地
区

い
ぬ
か
い
じ
ょ
う

地
区
の
課
題

サンコウチョウ （撮影：2021.6.16  松本市）

（撮影：2021.6.21 花時計公園）

努
め
る
ほ
か
、
地
元
の
小
中
学
生

に
歴
史
を
学
ぶ
講
座
な
ど
を
開
い

て
い
ま
す
。

まつもと散歩
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